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クニマス保全に悪影響を及ぼしうる要因として，ヨーロッパウナギによるクニマス卵の食害 1）や，産卵場湖底

湧水が少なく局地的であることが明らかとなり 1-7），現在，駆除技術開発や産卵保全を目的とした実態調査に取り

組んでいる。これら試験研究の基礎資料となるクニマス資源量を推定し，その動向を評価したので報告する。 

 

材料及び方法 

クニマスの資源量推定については，2012年以来実施している 8-11）。2020年も同様の方法により資源量を推定

した。 

また資源量に影響を与える要因を考察するため，降水量を調査した。降水量は気象庁ホームページから河口湖

の月別降水量データを検索した 12）。餌がクニマスと競合すると考えられるワカサギ資源量の目安として，ワカ

サギ卵の放流実績を西湖漁業協同組合に聞き取った。 

 

結果及び考察 
2020年秋の推定資源尾数は 12,087尾（1歳以上，寿命 6歳とした場合）となり，過去最低の資源量となった

2019年と比較して急増し，2012年以降最高水準の資源量と推定された（図１）。試験採捕魚中に占めるクニマス

の比率も 2019年度の 1.1％だった比率が 2020年度は 11.7％，2021年は 16.0％となり（表 1），1時間一人当たり

の釣果も 2020年度の 0.21から 2021年度は 0.24と上昇していることから 2021年度の資源量も増加が予想される

（図 2）。クニマス資源量が急増した理由については，2018年に生まれたクニマス１歳魚の生残が良かったため

と考えられる。釣獲されたクニマスの年齢組成を見ると 2012年以来見られなかった 1歳魚が 2020年には 22.2％

見られ，1歳魚 2歳魚の合計で全採集魚の 66.6％となった（図 3）。2018年生まれのクニマス生存が良かった理

由として，産卵環境と餌の競争の面から考察した。 

クニマスの産卵場については現在西湖の中に 1カ所だけ確認されている。産卵場は湖底からの湧水によって維

持されており，その湧出量は降水量によって左右されると考えられる。2012年以降の年間降水量を調べたとこ

ろ，2018年の年間降水量は 1,868mmで 2019年の 1,889mmに次いで多かった（図 4）。このため産卵場の湧水量

が多く，湧出面積も広かった可能性がある。2015年の調査によると産卵場礫地の面積は 9ｍ×7ｍであったのに

対し，2019年は 13ｍ×12.4ｍに拡大していた（未発表データ）。湧水量は調査していないため増加量は不明であ

るが，湧水量は同じで湧出面積だけが拡大することは考えにくく，礫地面積が拡大していたことは湧出量も増加

していたことを示唆している。 

サケ科魚類では，産卵適地が少ないと同じ場所に産卵を繰り返してしまう重複産卵が起こることがあり，クニ

マスにおいてもその危険性が指摘されている 3）。湧水面積が拡大すれば重複産卵の可能性を減らすことができる

と考えられるため，クニマスの資源増加に利すると考えられる。 

ふ化後の資源量を左右する要因として，餌資源の問題が考えられる。クニマスの主なエサは動物プランクトン

であり，近縁種で同じプランクトン食のヒメマスが同じプランクトン食のワカサギと餌をめぐって競争関係にあ

ることが知られており，この場合より小さいプランクトンを食べることができるワカサギが優位に立つと言われ

ている 13）。このため，クニマスとワカサギが同じ湖に生息すれば餌を巡って競争関係にあると考えられ、ヒメ

マスとの競争と同じような状況である可能性が高い。西湖全体のワカサギ資源量は不明であるが，クニマスへの 
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影響を考察するためにワカサギ卵の放流量を聞き取り調査した（図 5）。ワカサギ卵の放流量はクニマスの資源

量推定を開始した 2012年が 9,900万粒であったが，これ以降はヒメマスやクニマスとのエサの競争を避けるた

めに徐々に減少傾向にあり 2,000～4,000万粒と半減している。これらのことから産卵環境及び餌環境が良くなっ

たことがクニマス 1歳魚の加入数を増加させ，推定資源量が増加したと考えられる。一方，クニマス近縁種であ

るヒメマスは資源の変動が激しいことも知られており 13），クニマスについても同様に資源変動が激しいことが

予想される。このため今後とも資源の変動には注視していくことが重要である。  

 

 
図 1 西湖におけるクニマスとヒメマスの資源推定尾数 

 

表 1 試験採集魚中のクニマス比率 

 

 

図 2 試験採集時の平均釣果（CPUE） 

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
クニマス比率 7.1 14.0 7.4 2.8 5.4 5.5 10.3 1.1 11.7 16.0
採集魚数 238 150 204 354 239 220 136 267 154 256
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図 3 釣⋓されたクニマスの年㱋⤌ᡂ 

 

 
図 4 ᐩኈἙཱྀ湖の年㛫降Ỉ量（mm） 

 

 
図 5 西湖のワカサギ卵放流量 
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